
全
道
出
場
ま
で
あ
と
一
歩

８
月
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
リ
ベ
ン
ジ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
は
35
組
が
出
場

し
、
６
位
だ
っ
た
。
５
位
以
上
が
全

道
出
場
と
な
り
、
惜
し
い
結
果
と
な
っ

た
。
川
越
さ
ん
は
「
全
道
出
場
を
目

指
し
、
『
今
年
こ
そ
は
』
と
頑
張
り
、

期
待
し
て
い
た
の
で
、
悔
し
い
で
す
」

と
語
っ
た
。
昨
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
６
位
だ
っ
た
の
で
悔
し
さ
は
残
る

が
、
「
今
年
は
さ
ら
に
レ
ベ
ル
を
上

げ
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
」

と
佐
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。
野
村
さ

ん
は
「
音
量
が
小

さ
い
と
い
う
自
覚

が
あ
り
、
申
し
訳

な
い
」
と
述
べ
た
。

講
評
で
は
音
色
と

ピ
ッ
チ
の
調
整
が

課
題
と
し
て
示
さ

れ
た
。
こ
の
悔
し

さ
を
忘
れ
ず
、
８

月
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
全
道
出
場
を
目

指
す
と
三
人
は
語
っ

て
い
る
。

坂
本
さ
ん
の

ラ
イ
バ
ル
出
現

ソ
ロ
は
30

名
が

出
場
坂
本
さ
ん
は
５
位
だ
っ
た
。
ソ

ロ
は
１
位
の
み
が
全
道
出
場
と
な
る
。

坂
本
さ
ん
は
「
悔
い
な
く
演
奏
で
き

た
が
、
同
じ
楽
器
で
同
じ
曲
の
人
に

順
位
で
負
け
た
の
が
悔
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。
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バ
レ
ー
部
新
人
大
会

地
区
予
選
会
優
勝

合
宿
で
成
長
の
手
応
え

１
月
11
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
地
区
予
選
会
で
本
校
は
小
樽
潮
陵
、
小

樽
桜
陽
、
小
樽
未
来
創
造
の
３
校
と
対
戦
。
い
ず
れ
も
２-

０
で
勝
利
し
、
３
戦

全
勝
で
１
月
末
の
全
道
大
会
（
旭
川
）
出
場
を
決
め
た
。
「
レ
シ
ー
ブ
、
動
き
、

雰
囲
気
も
良
く
、
留
萌
合
宿
の
成
果
を
出
せ
た
」
と
池
田
主
将
は
語
っ
た
。

目標は「一本目を確実に上げる、ラストのスパイクを決めきる」ことだ。

ソ
ロ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

坂
本
さ
ん
、
川
越
さ
ん
・
佐
藤
さ
ん
・
野
村
さ
ん

第
62
回
北
海
道
管
楽
器
個
人
コ
ン
テ
ス
ト
・
第
57
回
北
海
道
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
の
札
幌
地
区
大
会
が
１
月
11
日
、
12
日
、
キ
タ
ラ
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
高
等
学
校
の
部
・
ソ
ロ
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
。
ソ
ロ
で
は

坂
本
実
咲
さ
ん
（
２-

４
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
）
が
谷
津
祐
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
で
「
英
国
の
賛
美
歌
に
よ
る
変
奏
曲
」
（
Ｐ
・
ス
パ
ー
ク
作
曲
）
を
演
奏
し
た
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
川
越
未
遥
さ
ん
（
２-

２
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
、
佐
藤
芽

里
さ
ん
（
２-

４
、
フ
ル
ー
ト
）
、
野
村
瑠
璃
さ
ん
（
２-

２
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

が
木
管
三
重
奏
で
「
ヒ
カ
リ
ノ
ユ
イ
」
（
片
岡
寛
晶
作
曲
）
を
演
奏
し
た
。

佐藤さん・野村さん・川越さん↑左から谷津祐子先生

坂本実咲さん

水澤大地先生

アンサンブルの練習→


